
 令 和 ５ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第一級アナログ通信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １１時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ １ 時 ４ ０ 分 １ ２ 時 ２ ０ 分 １ ３ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ａ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ５ Ａ － 7 ～ 13 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ａ － 14 ～ 20 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０３Ａ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              

 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は ５月２４日１０時以降の予定です。 

合否の検索は ６月１２日１４時以降可能の予定です。 
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Ａ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ｂ－ｃ間に蓄えられる電荷は、 (ア) マイクロクーロン

である。 (５点)

① ６０ ② ７５ ③ ９０ ④ １３５ ⑤ ４０５

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に正弦波の交流電圧１４４ボルトを加えた場合、力率

(抵抗Ｒに流れる電流Ｉ と回路に流れる全電流Ｉとの比)が０.８であるとき、容量性リアクＲ

タンスＸ は、 (イ) オームである。 (５点)Ｃ

① １５ ② １８ ③ ２１ ④ ２４ ⑤ ２７

(３) 帯電体Ａの周囲を中空導体Ｂで覆い、Ｂを接地すると、Ｂの外部はＡの電荷の影響を受けな

い。これは、一般に、 (ウ) 効果といわれる。 (５点)

① 電気分極 ② 静電遮蔽 ③ 静電誘導 ④ 電磁遮蔽 ⑤ 電磁誘導

(４) ２枚の平板導体を平行に向かい合わせたコンデンサにおいて、各平板導体の面積を２倍、平

板導体間の距離を３倍にすると、静電容量は、 (エ) 倍になる。 (５点)

２ ４ ２ ９ ９① ② ③ ④ ⑤９ ９ ３ ４ ２

Ｅ＝１５

Ｃ１＝１４

Ｃ２＝４

Ｃ３＝５

Ｃ４＝４

ａ ｂ ｃ

Ｖ

μ

μＦ μＦ

μＦＦ

図２

ａ

ｂ

Ｒ＝１８ ＸＣΩ

Ｉ

ＩＲ

Ｖ＝１４４Ｖ



Ａ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 高純度のシリコンに、 (ア) のリンやアンチモンを微量に加えることにより、ｎ形半導

体が生成される。 (４点)

① ２価 ② ３価 ③ ４価 ④ ５価 ⑤ ６価

(２) 図に示すトランジスタ回路において、Ｖ を２ボルト、Ｖ を１０ボルト、Ｒ を５０キロＢ Ｃ Ｂ

オーム、Ｒ を２キロオーム、ベースとエミッタ間の電圧Ｖ を１ボルトとするとき、コレクＣ ＢＥ

タ－エミッタ間の電圧Ｖ は、 (イ) ボルトである。ただし、直流電流増幅率ｈ はＣＥ ＦＥ

１００とする。 (４点)

① ２ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ８

(３) ダイオードを用いた波形整形回路において、入力信号波形から、上の基準電圧以上と下の基

準電圧以下を切り取り、中央部(上下の基準電圧の間に入る部分)の信号波形だけを取り出す回

路は、 (ウ) といわれる。 (４点)

① ドライバ ② スライサ ③ ベースクリッパ

④ ピーククリッパ ⑤ フリップフロップ

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される

半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＤＲＡＭ ② ＭＲＡＭ ③ ＲＯＭ

④ ＡＳＩＣ ⑤ フラッシュメモリ

(５) トランジスタ増幅回路を接地方式により分類したとき、入力インピーダンスが最も小さく、

出力インピーダンスが最も大きいものは、 (オ) 接地の回路である。 (４点)

① コレクタ ② エミッタ ③ ベース ④ カソード ⑤ ソース

ＶＣＥ
ＶＢＥ

ＢＲ

ＶＢ

ＶＣ

ＲＣ



Ａ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理積は、 (ア) と表すことが

できる。 (５点)

① Ａ＋Ｂ＋Ｃ ② Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数の Ｘ ～Ｘ を用いて、計算式(加算) Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め、１ ３ ０ １ ２ ３ ０

２進数で表示し、Ｘ の先頭から(左から)２番目と３番目と４番目の数字を順に並べると、０

(イ) である。 (５点)

① ０１０ ② ０１１ ③ １０１ ④ １１０ ⑤ １１１

２進数

Ｘ ＝ １０１１０１０１１

Ｘ ＝ １１１１０１１２

Ｘ ＝ １１０１１０３

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ａ－4

(３) 図４に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂ

に図５に示す入力がある場合、図４の出力ｄは、図５の出力のうち (ウ) である。(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ Ａ･Ｃ･(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ)＋Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

① １ ② Ｂ＋Ｃ ③ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

④ Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ａ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１４５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が６６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、

電圧計の読みは、１４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスは全て

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

図１

(２) 平衡対ケーブルが誘導回線から受ける電磁的結合による漏話の大きさは、一般に、誘導回線

のインピーダンスに (イ) 。 (５点)

① 関係しない ② 反比例する ③ 比例する ④ 等しい

(３) 図２に示すように、特性インピーダンスがそれぞれ２８０オームと５２０オームの通信線路

を接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) である。

(５点)

① －０.６ ② －０.３ ③ －０.２ ④ ０.２ ⑤ ０.３ ⑥ ０.６

図２

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 非直線 ③ 波 形 ④ 位 相 ⑤ 減 衰

終端抵抗

電圧計

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器

終端抵抗 Ｖ

伝送方向 接続点

２８０〔Ω〕 ５２０〔Ω〕



Ａ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 異なる中心周波数を持つ複数の搬送波(サブキャリア)を直交させることによって、サブキャ

リア間の周波数間隔を密にして周波数の利用効率を高めたマルチキャリア変調方式は、 (ア)

変調といわれる。 (４点)

① ＱＡＭ ② ＯＦＤＭ ③ ＢＰＳＫ ④ ＣＤＭＡ ⑤ ＦＳＫ

(２) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (イ) 倍以下となるように設定する必要が

ある。 (４点)

１ １① Ｎ ② ２Ｎ ③ Ｎ ④ ⑤２

Ｎ ２Ｎ

(３) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度のうち、１秒ごとに平均符号誤り率を測定し、平均

符号誤り率が１×１０ を超える符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼働時間(秒)に－３

占める割合を表したものは、 (ウ) といわれる。 (４点)

① ％ＥＳ ② ％ＳＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ＢＥＲ

(４) 光ファイバ伝送路に用いられる線形中継器は、信号を中継する過程において光信号を電気信

号に変換する必要がないことから伝送速度に制約されず、かつ、波長が異なる複数の信号光の

(エ) が可能である。 (４点)

① 識別再生 ② 分散制御 ③ モード結合 ④ 一括増幅 ⑤ 遅延制御

(５) シングルモード光ファイバの伝送帯域を制限する主な要因として、光ファイバの構造分散と

材料分散との和で表される (オ) がある。 (４点)

① 散乱損失 ② 吸収損失 ③ モード分散 ④ 偏波分散 ⑤ 波長分散



Ａ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＤＥＣＴ方式を参考にしたＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ１０１に準拠するデジタルコードレス電話の

標準システムについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ア) である。(４点)

① 子機から親機へ送信を行う場合、無線伝送区間の通信方式としてＦＤＭＡ／ＦＤＤ

が用いられている。

② 複数の通話チャネルの中から使用するチャネルを選択する場合に、当該チャネルが

空きかどうかを検出するキャリアセンスといわれる機能を有している。

③ 標準システムを構成する親機、子機及び中継機は、同一構内における混信防止のた

め、識別符号を自動的に送信又は受信する機能を有している。

④ 親機と子機との間の無線通信には、１.９ギガヘルツ帯の周波数が用いられている。

⑤ 親機と子機との間の無線通信に用いられる周波数帯は、一般に、電子レンジや無線

ＬＡＮの機器との電波干渉によるノイズが発生しにくいとされている。

(２) デジタル式ＰＢＸの空間スイッチにおいて、音声情報ビット列は、時分割ゲートスイッチの

開閉に従い、多重化されたまま (イ) の時間位置を変えないで、 (イ) 単位に入ハイ

ウェイから出ハイウェイへ乗り換える。 (４点)

① チャネル ② レジスタ ③ タイムスロット

④ カウンタ ⑤ フレーム

(３) デジタル式ＰＢＸにおけるアナログ式内線回路の機能について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 内線回路は、内線に接続されたアナログ電話機からのアナログ音声信号をＡ／Ｄ変換した後、

２線－４線変換して時分割通話路に送出する機能を有する。

Ｂ 呼出信号は、デジタル式ＰＢＸの時分割通話路を通過することができないため、内線回路

には、呼出信号送出機能が設けられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べた次の

二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ デジタル回線終端装置は、メタリック加入者線の線路損失、ブリッジタップに起因して生

ずる不要波形による信号ひずみなどを自動補償する等化器の機能を有する。

Ｂ デジタル回線終端装置は、メタリック加入者線を介して受信したバースト信号を、バス接

続された端末へピンポン伝送といわれる伝送方式で断続的に送信するためのバッファメモリ

を有する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 放送波などの電波が通信端末機器内部へ混入する経路において、屋内線などの通信線がワイ

ヤ形の受信アンテナとなることで誘導される (オ) 電圧を減衰させるためには、一般に、

コモンモードチョークコイルが用いられている。 (４点)

① 正 相 ② 逆 相 ③ 線 間 ④ 縦 ⑤ 帰 還



Ａ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける参照構成について述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (４点)

Ａ ＴＥには、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに準拠しているＴＥ１があり、ＴＥ１

がＮＴ２に接続されるときのＴＥ１とＮＴ２の間の参照点はＵ点である。

Ｂ ＮＴ２は、一般に、ＴＥとＮＴ１の間に位置し、ＮＴ２には、交換や集線などの機能のほ

か、レイヤ２及びレイヤ３のプロトコル処理機能を有しているものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共用するため、アクセスの競合が発生することがある。Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保

するための制御手順として、一般に、 (イ) といわれる方式が用いられている。 (４点)

① Ｘ.２５ ② ＣＳＭＡ／ＣＤ ③ フレーム同期

④ エコーチェック ⑤ 優先制御

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける情報転送について述べた次の記述のうち、

正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

非確認形情報転送モードは、ポイント・ツー・ポイントデータリンクには適用さ①

れない。

ポイント・ツー・マルチポイントデータリンクでは、上位レイヤからの情報は②

ＴＥＩ管理手順によりＵＩフレームを用いて転送される。

ポイント・ツー・マルチポイントデータリンクにおける情報転送モードでは、送③

出した情報フレームの送達確認を行っている。

同一バス配線上の複数端末が同時に発呼するとき、その複数端末に対応するＴＥＩ④

は、同一値が設定される。

⑤ 確認形情報転送モードでの情報フレームの転送において、フレームの送受信を制

御するときは、フロー制御が行われる。
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(４) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼におけるＳＥＴＵＰからデータ

転送までの一般的な呼制御シーケンスを示したものである。図中のＸ及びＹで使用されるチャ

ネルの組合せとして正しいものは、表に示すイ～ホのうち、 (エ) である。 (４点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

Ｘ Ｙ

イ ６４キロビット／秒のＤチャネル ６４キロビット／秒のＢチャネル

ロ １６キロビット／秒のＤチャネル １６キロビット／秒のＢチャネル

ハ １６キロビット／秒のＤチャネル ６４キロビット／秒のＢチャネル

ニ ６４キロビット／秒のＢチャネル １６キロビット／秒のＤチャネル

ホ １６キロビット／秒のＢチャネル ６４キロビット／秒のＤチャネル

(５) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースでは、１フレーム

を２４個集めて１マルチフレームを構成していることから、２４個のＦビットを活用すること

ができる。これらのＦビットは、フレーム同期、ＣＲＣビット誤り検出及び (オ) として

使用されている。 (４点)

① リモートアラーム表示 ② バイト同期 ③ 呼制御メッセージ

④ サブアドレス表示 ⑤ Ｄチャネル同期用フラグ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 呼損率を確率的に導く式であるアーランＢ式が成立する前提条件について述べた次の二つの

記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 複数の入回線にランダムに生起する呼の回線保留時間は互いに独立で、いずれも指数分布

に従い、かつ損失呼は再発信する。

Ｂ 入回線数が有限で、出回線数が無限のモデルにランダム呼が加わる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

発信端末 ＩＳＤＮ交換網 着信端末

データ転送Ｙ

Ｘ
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(２) 出回線数がＮ回線の即時式完全線群において、加わった呼量がａアーランのときの出線能率

をηとすると、呼損率は (イ) で求められる。 (４点)

Ｎ(１－η) Ｎη ａ① ② ③
ａ ａ Ｎ(１－η)

ａ(１－η) ａ－Ｎη④ ⑤
Ｎ ａ

(３) あるコールセンタの平常時におけるオペレータ席への電話着信状況を１時間調査したところ、

５人のオペレータが顧客対応をしたとき、顧客を待たせず応対できた数が１３５件、全ての

オペレータが応対中のため顧客が応対待ちとなった数が１５件であった。この応対待ちとなる

確率を０.０２以下にするには、表を用いて求めると、オペレータの増員数は、少なくとも

(ウ) 必要となる。 (４点)

待時式完全線群負荷表 単位：アーラン

M(0) M(0)
0.01 0.02 0.05 0.10 0.01 0.02 0.05 0.10

ｎ ｎ

１ 0.01 0.02 0.05 0.10 ６ 1.76 2.05 2.53 3.01
２ 0.15 0.21 0.34 0.50 ７ 2.30 2.63 3.19 3.73
３ 0.43 0.56 0.79 1.04 ８ 2.87 3.25 3.87 4.46
４ 0.81 0.99 1.32 1.65 ９ 3.46 3.88 4.57 5.22
５ 1.26 1.50 1.91 2.31 10 4.08 4.54 5.29 5.99

(凡 例) Ｍ(0)：待合せ率 ｎ：出回線数

① ２人 ② ３人 ③ ５人 ④ ６人 ⑤ ７人

(４) パーソナルコンピュータ(ＰＣ)の内部に侵入し、勝手にファイルを暗号化するなどして、

ユーザがＰＣを正常に使用できないようにし、これを復元することと引換えに金銭を支払うよ

うにユーザに要求するマルウェアは、一般に、 (エ) といわれる。 (４点)

① マクロウイルス ② スパイウェア ③ アドウェア

④ ボットネット ⑤ ランサムウェア

(５) 暗号方式の特徴などについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 公開鍵暗号方式は、共通鍵暗号方式と比較して、一般に、暗号化・復号の処理速度が速い

ことから、データ量の多い情報の秘匿に適している。

Ｂ 安全な鍵の共有と暗号化・復号処理の高速化のために、共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式

のそれぞれの長所を組み合わせたストリーム暗号方式が用いられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 保安器に用いられているサージ防護デバイス(ＳＰＤ)であるＰＴＣサーミスタは、規定の信

号電流値を超える強電流が通信線から保安器に流れた場合、 (ア) により抵抗値が増加し、

過電流を低減する機能を有している。 (４点)

① 自己発熱 ② 圧電効果 ③ なだれ増倍作用

④ 放電現象 ⑤ 電磁誘導
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(２) テスタのゼロオーム調整について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ アナログ式テスタを用いて抵抗を測定する際、最初にゼロオーム調整を行えば、その後、

抵抗の測定レンジを切り替えるごとにゼロオーム調整を行わなくても、抵抗値を正しく測定

できる。

Ｂ デジタル式テスタのリラティブ測定機能は、直前の測定値をテスタに記憶することができ

るものであり、抵抗測定レンジでは、ゼロオーム調整用として利用することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 日本電線工業会規格(ＪＣＳ)で規定されているエコケーブルの耐燃性ポリエチレンシース屋

内用ボタン電話ケーブル(耐燃ＰＥシースケーブル)を用いた、ボタン電話の配線工事などにつ

いて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 多湿な状況下に敷設された耐燃ＰＥシースケーブルにおいて、その表面が白っぽくなる白

化現象が生じた場合、ケーブルの電気的特性が劣化するため、早期に張り替える必要がある。

Ｂ 耐燃ＰＥシースケーブルの許容曲げ半径は、ポリ塩化ビニル(ＰＶＣ)シースケーブルと同

等であり、また、耐燃ＰＥシースケーブルのシース除去作業では、ＰＶＣシースケーブルに

用いるものと同じ工具を使用することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル式ＰＢＸの設置工事において、デジタル式ＰＢＸの内線収容条件により内線数を増

設できない場合や使い慣れた機能を持つデジタルボタン電話機を利用したいがデジタル式ＰＢＸ

にはその機能がない場合、 (エ) 方式を用いて、デジタル式ＰＢＸの内線回路にデジタル

ボタン電話装置の外線を接続して収容する。 (４点)

① マルチライン ② バーチャルライン ③ クラウドＰＢＸ

④ ビハインドＰＢＸ ⑤ 内線延長

(５) デジタル式ＰＢＸの代表着信方式の設定において、代表グループ内の (オ) 場合は、

順次サーチ方式を選定する。 (４点)

① 指定した内線１台を選択させる

② 全ての内線を選択させ一斉に呼び出す

③ 内線がおおむね均等に利用されるように内線を選択させる

④ 内線に優先順位を設け、常に優先順位が高い空いている内線を選択させる

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるポイント・ツー・ポイント構成では、ＮＴ

とＴＥ間の線路(配線とコード)の９６キロヘルツでの (ア) は、６デシベルを超えてはな

らないとされている。 (４点)

① 総合減衰量 ② 近端漏話減衰量 ③ 増幅利得

④ 雑音指数 ⑤ 遠端漏話減衰量
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるポイント・ツー・マルチポイント構成など

について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ バス配線上にモジュラジャックが複数ある場合、全てのモジュラジャックを終端抵抗付き

のものとする必要がある。

Ｂ ファントムモードの給電には、Ｔ線及びＲ線とは別の空き心線が用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に準拠し

たＲＪ－４５のモジュラジャックが使用され、端子配置においては、 (ウ) 送信端子とし

てそれぞれ使用される。 (４点)

① １、２番端子がＤＳＵ側の、７、８番端子が端末機器側の

② ７、８番端子がＤＳＵ側の、１、２番端子が端末機器側の

③ ３、４番端子がＤＳＵ側の、５、６番端子が端末機器側の

④ ３、６番端子がＤＳＵ側の、４、５番端子が端末機器側の

⑤ ４、５番端子がＤＳＵ側の、３、６番端子が端末機器側の

(４) 図は、施工出来高(Ｘ)と工事総原価(Ｙ)の一般的な関係などを示したものである。図につい

て述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ) である。ただし、Ｐ点はＹ ＝ Ｘと

Ｙ ＝ Ｆ＋ａＸ(aは係数)との交点を示し、Ｘ はＰ点での施工出来高を示す。 (４点)p

① 工事総原価のうち、Ｆは固定原価を示し、ａＸは変動原価を示している。

② Ｐ点は損益分岐点といわれ、Ｙ ＝ Ｆ＋ａＸ の線上において工事総原価と施工出来高

が等しく、収支の差が０となる点である。

③ 施工出来高がＸ における施工速度は、最低採算速度といわれ、採算のとれる状態にp

するためには、施工出来高をＸ 以上に上げる必要がある。p

④ 工事総原価のうち、Ｆを下げると損益分岐点を下げることができる。

⑤ 工事総原価のうち、ａＸのａの値を小さくするほど、施工出来高を上げたときの工

事の採算性は低下する。

Ｙ＝
Ｆ＋
aＸ

施工出来高（Ｘ）

Ｙ
＝
Ｘ

Ｐ
aＸ

Ｆ

（Ｙ）

工
事
総
原
価

Ｘp
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(５) 工程管理などに用いられるアローダイアグラムについて述べた次の記述のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (４点)

① アクティビティ(作業)は、実線の矢線で表され、矢線の長さはその作業の所要日数

とは無関係である。

② ダミー(擬似作業)は、破線の矢線で表され、作業の相互関係を結び付けるのに用い

られ、その所要日数はゼロである。

③ クリティカルパス上の各作業のフリーフロートはゼロであるが、同じクリティカル

パス上のトータルフロートはゼロとは限らない。

④ ある作業がトータルフロートを使い切るとその経路上の後続の作業のトータルフロー

トに影響を及ぼす場合がある。

⑤ 任意の作業のフリーフロートは、その作業のトータルフロートと比較して小さいか

又は等しい。
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 総務大臣が、該当すると認めるとき、電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益

を確保するために必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ず

ることができる場合について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。

(４点)

① 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

② 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があるとき。

③ 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件(料金を除く。)が電気

通信回線設備の使用の態様を不当に制限するものであるとき。

④ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について管理規程の届出を行わないとき。

⑤ 事故により電気通信役務の提供に支障が生じている場合に電気通信事業者がその

支障を除去するために必要な修理その他の措置を速やかに行わないとき。

(２) 電気通信事業法の｢端末設備の接続の技術基準｣に基づき総務省令で定める技術基準により確

保されなければならない事項の一つとして、電気通信回線設備を損傷し、又はその (イ)

を与えないようにすることがある。 (４点)

① 機能に障害 ② 通信に妨害 ③ 接続に制限

④ 運用に支障 ⑤ 使用に制約

(３) 利用者は、適合表示端末機器を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信

事業者の電気通信回線設備に端末設備を接続したときは、当該電気通信事業者の (ウ) を

受け、その接続が電気通信事業法の規定に基づく総務省令で定める技術基準に適合していると

認められた後でなければ、これを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。

(４点)

① 登 録 ② 審 査 ③ 査 察 ④ 認 可 ⑤ 検 査

(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が総

務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者に対し、工事

担任者資格者証を交付する。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、その日

から２年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電気通信事業法に基づき、公共の利益のため緊急に行うことを要する通信として総務省令で

定めるものに該当する通信について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 天災、事変その他の災害に際し、災害状況の報道を内容とする通信であって、新聞社等の

機関相互間において行われるものは該当する通信である。

Ｂ 気象、水象、地象若しくは地動の観測の報告又は警報に関する事項であって、緊急に通報

することを要する事項を内容とする通信で、気象機関相互間において行われるものは該当す

る通信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

② 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に

端末設備等を接続するための工事を除く。

③ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が５０以下のものに限る

工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備

等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで

５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

④ 第二級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以

下であって、主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を

接続するための工事を除く。

⑤ 総合通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端末設備

等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の返納｣及び｢資格者証の再交付｣について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から２週間以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

Ｂ 工事担任者は、資格者証を汚したことが理由で資格者証の再交付の申請をしようとすると

きは、別に定める様式の申請書に資格者証並びに氏名及び住所を証明する書類を添えて、総

務大臣に提出しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認

定番号の最初の文字は、Ｆである。

Ｂ アナログ電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文

字は、Ａである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信法の｢有線電気通信設備の届出｣において、有線電気通信設備(その設置について

総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置しようとする者は、 (エ) 、設備の設

置の場所及び設備の概要を記載した書類を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前まで(工事

を要しないときは、設置の日から２週間以内)に、その旨を総務大臣に届け出なければならない

と規定されている。 (４点)

① 設備の接続の方法 ② 有線電気通信の技術的条件

③ 設備の工事の方法 ④ 有線電気通信の方式の別

⑤ 電気通信回線設備の使用の態様

(５) 本邦内の場所と本邦外の場所との間の有線電気通信設備は、電気通信事業者が (オ) 設

備として設置する場合を除き、設置してはならない。ただし、特別の事由がある場合において、

総務大臣の許可を受けたときは、この限りでない。 (４点)

① その事業の用に供する ② 国際基準に適合した

③ 重要通信を確保するための ④ 当該２国間協定に基づく

⑤ 基礎的電気通信役務を提供するための

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として

アナログ信号の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において基地局を使用するものをいう。

③ インターネットプロトコル電話用設備とは、電話用設備(電気通信番号規則別表に掲

げる固定電話番号を使用して提供する音声伝送役務の用に供するものに限る。)であって、

端末設備又は自営電気通信設備との接続においてメディアコンバータを必要とするも

のをいう。

④ 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として３２キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、符号、

音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

⑤ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。
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(２) 責任の分界及び安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備との間でエコー(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもので

なければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 安全性等について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能

を有してはならない。

② 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が３００ボルトを超え６００ボルト以下の交流の場合にあっ

ては、０.２メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。

③ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と

の間において、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流

の場合にあっては、その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して１５分間加えたときこ

れに耐える絶縁耐力を有しなければならない。

④ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるよう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

⑤ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

(４) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器その他の機

器(以下｢配線設備等｣という。)は、事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与え

ないようにするため、総務大臣が別に告示するところにより配線設備等の (エ) の方法を

定める場合にあっては、その方法によるものでなければならない。 (４点)

① 工 事 ② 設 置 ③ 試 験 ④ 保 守 ⑤ 維 持

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を閉じるものであること。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に持ち運ぶことができな

いこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過後に選

択信号の送出を開始するものであること。ただし、電気通信回線からの発信音又はこれに相

当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

Ｂ 自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。以下同

じ。)を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その回数は

最初の発信から２分間に３回以内であること。この場合において、最初の発信から２分を超

えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから１,０００ヘルツまでの範囲内における特定の四つ

の周波数で規定されている。

② 高群周波数は、１,２００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ ミニマムポーズは、３０ミリ秒以上でなければならない。

④ 信号周波数偏差は、信号周波数の±２.５パーセント以内でなければならない。

⑤ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

(３) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣において、直流回路を開いているときのアナ

ログ電話端末の呼出信号 (ウ) 時における直流回路の静電容量は、３マイクロファラド以

下であり、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの交流に対して２キロオーム以上でな

ければならないと規定されている。 (４点)

① 送 信 ② 受 信 ③ 選 択 ④ 継 続 ⑤ 停 止

(４) 移動電話端末の｢発信の機能｣及び｢送信タイミング｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャネルを切断する信号を

送出し、送信を停止するものであること。

Ｂ 移動電話端末は、総務大臣が別に告示する条件に適合する送信タイミングで送信する機能

を備えなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 総合デジタル通信端末の｢基本的機能｣、｢アナログ電話端末等と通信する場合の送出電力｣

又は｢電気的条件等｣について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

(４点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、応答用メッセージを送出するものであること。

ただし、総務大臣が別に告示する場合はこの限りでない。

② 通信を終了する場合にあっては、初期設定用メッセージを送出するものであること。

ただし、総務大臣が別に告示する場合はこの限りでない。

③ 総合デジタル通信端末がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の用

に供する場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点にお

いてデジタル信号をアナログ信号に変換した送出電力は、平均レベルで－５dＢm以下

でなければならない。

④ 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び機械的条件のい

ずれかの条件に適合するものでなければならない。

⑤ 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであって

はならない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する｢通信回線の平衡度｣、｢線路の電圧及び通信回線の電力｣、｢架

空電線の支持物｣又は｢使用可能な電線の種類｣について述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (ア) である。ただし、通信回線は導体が光ファイバであるものを除く。 (４点)

① 通信回線の平衡度は、１,０００ヘルツの交流において３４デシベル以上でなければ

ならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

② 通信回線の線路の電圧は、２００ボルト以下でなければならない。ただし、電線と

してケーブルのみを使用するとき、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を

与えるおそれがないときは、この限りでない。

③ 通信回線の電力は、絶対レベルで表わした値で、その周波数が音声周波であるときは、

プラス１０デシベル以下、高周波であるときは、プラス２０デシベル以下でなければ

ならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

④ 架空電線の支持物は、その架空電線が他人の設置した架空電線又は架空強電流電線と

交差し、又は接近するときは、他人の設置した架空電線又は架空強電流電線を挟み、

又はこれらの間を通ることがないように設置しなければならない。ただし、その他人

の承諾を得たとき、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えないように

必要な設備をしたときは、この限りでない。

⑤ 有線電気通信設備に使用する電線は、絶縁電線又はケーブルでなければならない。

ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣及び｢架空電線の高さ｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 道路上に設置する電柱、架空電線と架空強電流電線とを架設する電柱その他の総務省令で

定める電柱は、総務省令で定める絶縁耐力をもたなければならない。

Ｂ 架空電線の高さは、その架空電線が道路上にあるとき、鉄道又は軌道を横断するとき、及

び河川を横断するときは、総務省令で定めるところによらなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の支持物と架空強電流電線(当該架空電線の

支持物に架設されるものを除く。以下同じ。)との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧

が３５,０００ボルト以下の特別高圧であって、使用する電線の種別が (ウ) の場合、

１メートル以上でなければならないと規定されている。 (４点)

① 強電流絶縁電線 ② 強電流裸電線 ③ 特別高圧強電流絶縁電線

④ 強電流ケーブル ⑤ 高圧強電流絶縁電線

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律の｢定義｣に規定されている、アクセス管理者におい

て利用権者等を識別することができるように付される符号である識別符号になり得る符号の条

件について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 当該アクセス管理者によってその内容をみだりに第三者に知らせてはならないものとされ

ている符号であること。

Ｂ 当該利用権者等の身体の全部若しくは一部の影像又は音声を用いて当該アクセス管理者が

定める方法により作成される符号であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において電子署名とは、電磁的記録(電子的方式、磁気的

方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電子計

算機による情報処理の用に供されるものをいう。)に記録することができる情報について行われ

る措置であって、次の(ⅰ)及び(ⅱ)の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の (オ) に係るものであることを示すためのもので

あること。

(ⅱ) 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

(４点)

① 認 定 ② 権 限 ③ 証 明 ④ 作 成 ⑤ 責 任



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

 


